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１５．斜面の実験
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「アルベルト 1200 年頃 ドイツの神学者、本当の名前はボルシュテート伯アルベルトで

あるが、博学のゆえにアルベルトゥス・マグヌス（大アルベルトゥス）と呼ばれた。トマ

ス・アクイナスはアルベルトの弟子である。論的はロジャー・ベーコンである。アラビア

語の訳書から新しい学問を導入し、アリストテレスの哲学を中世の精神に適合させるよう

に努力した。」（『科学技術人名事典 Ｉ．アシモフ著 共立出版）

ソトー 不明

要約

インピータス理論は加速落下の法則を数学的に定式化できる骨組みになっている。

ものの重さ インピータス もの

生み出す 力を及ぼす
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ガリレオはこのインピータスは「力×距離」によって決まってくると考えたらしい。そ

こで長い距離を落下すれば、速度は速くなる。そこで斜面の実験をしようとしたというの

が板倉さんの推察である。

ガリレオは斜面の端での速さをどのように測定したのだろうか。あるいは速さというの

は、斜面の端まで来るのにかかる時間の逆数を考えていたかも知れない。

このことについては今後の研究課題である。

今日この実験をやろうとする場合、斜面の傾きが小さいとき、端から飛び出した球が床に

着くまでに水平距離でどのくらい飛ぶかを測定すれば、それが飛び出したときの速度の大

きさを表している。

この実験をすると、２倍の距離を転がってきた球の速度は２倍ではなく約 1.4倍になる。
ガリレオの予想ははずれたのである。この推論のどこがまずかったのだろうか。

それはインピータスを力×距離としたことがいけなかったのである。球は２倍の時間に４

倍の距離通過する。だから、斜面の長さをを４倍にすれば、インピータスは２倍になり、

球の速度は２倍になるのである。

ガリレオはそのことを確かめて、インピータスは力×時間であると結論したのである。

（と推察される。）

この正しい理論は『新科学対話』で展開されている。

速さｖ∝落下距離ｓと考え、サルピ宛ての手紙では間違った推論によって、ｖ∝ｓから

ｖ∝ｔ２を導いた。この過程については『思い違いの科学史』（朝日文庫）に書かれてい

る。これについては後日触れたい。


